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滋
賀
医
科
大
学
福
祉
保
健
医
学
講
座
は
、
疾
病
の
発

症
予
防
法
を
明
ら
か
に
し
て
予
防
対
策
を
確
立
す
る
こ

と
や
、
高
齢
者
の
生
活
の
質
の
向
上
を
め
ざ
し
て
、
公

衆
衛
生
的
な
視
点
か
ら
研
究
・
実
践
活
動
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
講
座
で
は
衛
生
・
公
衆
衛
生
の
固
有
の
学
問

体
系
を
、
疾
病
の
予
防
や
治
療
、
ケ
ア
の
社
会
的
対
策

の
科
学
的
な
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
と
実
践
で
あ
る
と
考
え
、

そ
の
た
め
の
手
法
と
し
て
疫
学
を
学
問
体
系
の
中
心
に

置
い
て
研
究
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

疫
学
の
目
的
は
、
病
気
の
原
因
を
社
会
生
活
・
人
間

集
団
の
中
で
観
察
し
、
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

予
防
対
策
を
た
て
る
と
い
う
こ
と
に
あ
る
。
疫
学
研
究

な
し
に
は
、
疾
病
の
原
因
と
そ
の
社
会
的
な
影
響
の
大

き
さ
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
し
、
疾
病
の

発
症
を
予
防
す
る
具
体
的
な
方
法
を
明
ら
か
に
す
る
こ

と
は
、
そ
の
治
療
方
法
を
開
発
す
る
こ
と
と
同
様
に
重
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要
な
こ
と
で
あ
る
。

今
や
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
扱
う
こ
と
は
医
学
研
究
の
最
先
端
で

あ
る
と
さ
れ
て
い
る
が
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
解
析
だ
け
で
疾
病

の
予
防
と
治
療
方
法
が
す
べ
て
確
立
す
る
わ
け
で
は
な

い
。
か
つ
て
脳
卒
中
死
亡
率
が
世
界
一
高
か
っ
た
日
本

で
、
１
９
６
０
年
以
降
30
年
間
に
死
亡
率
が
80
％
減
少

し
て
世
界
一
の
長
寿
国
に
な
っ
た
の
も
、
生
活
習
慣
の

改
善
と
高
血
圧
患
者
の
発
見
と
管
理
・
治
療
に
よ
る
脳

卒
中
の
一
次
予
防
に
取
り
組
ん
だ
結
果
で
あ
る
と
い
え

る
。１

９
９
６
年
の
公
衆
衛
生
審
議
会
の
答
申
で
「
成
人

病
」
に
代
わ
っ
て
「
生
活
習
慣
病
」
と
い
う
こ
と
ば
が

講
座
が
実
施
し
て
き
た
大
規
模
疫
学
共
同
研
究
に
は
、

国
際
共
同
研
究
「
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｐ
（
イ
ン
タ
ー
マ
ッ

プ
）」
や
「
大
規
模
コ
ホ
ー
ト
研
究
」、
厚
生
省
の
長
期

慢
性
疾
患
総
合
研
究
事
業
で
「
生
活
習
慣
病
班
」
の
総

括
班
長
と
し
て
行
っ
た
「
生
活
習
慣
に
対
す
る
介
入
研

究
」
な
ど
が
あ
る
。

「
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｐ
」
で
は
、
高
血
圧
の
予
防
に

望
ま
し
い
生
活
習
慣
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
日
本
、

ア
メ
リ
カ
、
中
国
、
イ
ギ
リ
ス
の
４
カ
国
で
、
約
５
０

０
０
人
の
40
歳
か
ら
59
歳
の
人
た
ち
を
対
象
に
、
国
際

比
較
が
可
能
な
よ
う
に
同
じ
方
法
、
計
画
、
条
件
で
正

確
な
調
査
が
実
施
さ
れ
た
。

日
本
で
は
北
海
道
、
富
山
県
、
和
歌
山
県
、
そ
し
て

滋
賀
県
愛
東
町
が
調
査
対
象
地
域
と
な
り
、
愛
東
町
で

は
町
民
と
保
健
セ
ン
タ
ー
の
協
力
を
得
て
96
年
９
月
か

ら
97
年
３
月
に
か
け
て
、
約
３
０
０
人
の
無
作
為
に
抽

出
し
た
協
力
者
に
対
し
て
４
回
の
正
確
な
栄
養
調
査
と

血
圧
測
定
、
２
回
の
24
時
間
蓄
尿
を
行
っ
た
。

４
年
間
に
わ
た
る
デ
ー
タ
の
収
集
を
終
え
て
、
い
よ

い
よ
今
年
か
ら
調
査
結
果
が
順
次
公
表
さ
れ
る
が
、
解

析
結
果
か
ら
は
ど
の
よ
う
な
食
品
を
食
べ
て
い
た
ら
血

圧
が
少
し
で
も
低
く
な
る
か
を
、
具
体
的
な
デ
ー
タ
で

明
ら
か
に
で
き
る
な
ど
、
今
後
の
保
健
活
動
で
個
別
指

導
の
理
論
的
根
拠
と
な
る
た
い
へ
ん
重
要
な
デ
ー
タ
を

得
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
０
０
１
年
に
は
国
際
循
環
器
病
予
防
学
会
が
日
本

で
開
か
れ
る
予
定
で
、
こ
の
場
で
「
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ａ

Ｐ
」
の
日
本
の
デ
ー
タ
に
つ
い
て
最
終
的
な
報
告
を
行

う
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
福
祉
保
健
医
学
講
座

で
は
「
生
活
習
慣
病
」
と
い
う
こ
と
ば
が
使
わ
れ
る
以

前
か
ら
、
生
活
習
慣
の
是
正
に
よ
る
疾
病
の
一
次
予
防

研
究
に
取
り
組
み
、
介
入
研
究
に
よ
る
科
学
的
な
評
価

を
行
っ
て
き
た
。

ま
た
研
究
の
場
と
し
て
、
県
内
外
の
数
多
く
の
市
町

村
や
事
業
所
を
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
、
現
場
の
保
健
医
療

従
事
者
と
連
携
し
な
が
ら
研
究
を
進
め
て
き
た
。
国
際

共
同
研
究
な
ど
の
大
規
模
疫
学
共
同
研
究
を
実
現
さ
せ

る
こ
と
が
で
き
た
の
も
、
現
場
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
形

で
さ
ま
ざ
ま
な
支
援
を
行
い
な
が
ら
、
地
域
と
の
信
頼

関
係
を
築
い
て
き
た
こ
と
に
よ
る
と
い
え
る
。

モントリオールで開催されたインターマップ会議

栄
養
と
血
圧
に
関
す
る
国
際
的
な
疫
学
調
査
「
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｐ
」

愛東町で行なわれた栄養調査
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発展する大規模疫学共同研究�[           ]

文部省基盤研究Ａ�

米国ＮＩＨ研究�

世界5000名の調査�

栄養と血圧�
ＩＮＴＥＲＭＡＰ�

ＮＩＰＰＯＮ　ＤＡＴＡ80

高　血　圧�

高コレステロール血症�

喫　　　煙�

耐糖能異常�

厚生省健康科学研究�

大規模多施設共同研究�

長期の介入効果�

長寿科学研究�

１万人と8000人の追跡調査�

ＡＤＬ、ＱＯＬ�

元気で長生きできる要因�

ＮＩＰＰＯＮ　ＤＡＴＡ90

　厚生省の長期慢性疾患総合研究事業「生

活習慣病班」の総括班長として、また健康科

学総合研究事業の「ハイリスク者に対する

介入研究班」の班長として、生活習慣の改善

によって介入する無作為化比較対照試験。�

　厚生省の長寿科学研究の班長として、

「元気で長生きする要因」を明らかに

するため実施された疫学追跡調査。

厚生省の「健康日本21」の基礎調査

として多大の貢献をした。�

　血圧に影響を与える栄養因子の国際共同

研究。Ｉｎｔｅｒｓａｌｔの２世代目の研究として、

文部省の基盤研究Ａとしてわが国の４研究

機関をまとめて実施しているもので、血圧

を下げる未知の栄養因子が疫学的にはじめ

て明らかになると期待されている。�

国 際 共 同 研 究�

大規模コホート研究�

生 活 習 慣 に 対 す る�
介 入 研 究�

「
大
規
模
コ
ホ
ー
ト
研
究
」
通
称
「
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
　
Ｄ

Ａ
Ｔ
Ａ
80
」「
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
　
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ
90
」
は
、
１

９
８
０
年
と
１
９
９
０
年
の
厚
生
省
の
「
循
環
器
疾
患

基
礎
調
査
」
の
追
跡
調
査
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
１
万
人
、

８
０
０
０
人
が
調
査
対
象
と
な
り
、
全
国
の
保
健
所
の

約
３
分
の
１
が
参
加
し
て
行
わ
れ
た
日
本
を
代
表
す
る

コ
ホ
ー
ト
研
究
で
あ
る
。

高
齢
社
会
を
迎
え
た
今
、
Ａ
Ｄ
Ｌ
（
日
常
生
活
動
作

能
力
）
が
低
下
せ
ず
、
脳
卒
中
や
他
の
循
環
器
疾
患
に

か
か
ら
ず
、
高
齢
に
な
っ
て
も
自
立
し
た
生
活
を
営
み

元
気
で
長
生
き
す
る
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
疫
学
追
跡
調
査

た
い
と
い
う
多
く
の
国
民
の
願
い
に
応
え
る
た
め
に
、

「
Ｎ
Ｉ
Ｐ
Ｐ
Ｏ
Ｎ
　
Ｄ
Ａ
Ｔ
Ａ
」
は
「
元
気
で
長
生
き
で

き
る
要
因
」
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
研
究
課
題
と
し

て
い
る
。

代
表
的
な
循
環
器
疾
患
の
危
険
因
子
と
総
死
亡
お
よ

び
各
死
因
と
の
関
連
を
求
め
、
対
象
と
な
る
危
険
因
子

と
し
て
最
大
血
圧
値
、
最
小
血
圧
値
、
血
清
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
値
、
血
糖
値
、
喫
煙
習
慣
、
飲
酒
習
慣
、
肥
満

度
の
指
標
で
あ
る
Ｂ
Ｍ
Ｉ
、
血
清
ア
ル
ブ
ミ
ン
値
の
解

析
を
行
い
、
さ
ら
に
65
歳
以
上
の
対
象
者
に
は
、
食
事
、

入
浴
、
着
替
え
、
排
泄
、
歩
行
な
ど
の
Ａ
Ｄ
Ｌ
や
Ｑ
Ｏ

Ｌ
（
生
活
の
質
）
の
調
査
を
実
施
し
た
。

こ
の
研
究
成
果
は
厚
生
省
が
定
め
る
健
康
政
策
目
標

「
健
康
日
本
21
」
の
基
礎
資
料
と
し
て
多
大
な
貢
献
を
果

た
し
た
ほ
か
、
わ
が
国
を
代
表
す
る
研
究
と
し
て
世
界

に
発
信
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

生活習慣改善のための介入研究ミーティング



マクロとミクロの両先端に迫る
疫学研究の展開

S P E C I A L A R T I C L E

5 SHIGA IDAI NEWS Vol.2

厚
生
省
の
長
期
慢
性
疾
患
総
合
研
究
事
業
と
し
て
行

っ
た
「
生
活
習
慣
に
対
す
る
介
入
研
究
」
は
、
第
一
線

の
保
健
医
療
従
事
者
に
よ
る
生
活
習
慣
病
対
策
と
し

て
、
高
血
圧
、
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
血
症
、
喫
煙
、
耐

糖
能
異
常
に
対
し
て
生
活
習
慣
の
改
善
に
よ
っ
て
介
入

す
る
、
わ
が
国
最
初
の
無
作
為
化
比
較
対
照
試
験
で

あ
る
。

循
環
器
疾
患
の
ハ
イ
リ
ス
ク
集
団
に
対
し
て
、
健
康

教
育
な
ど
で
生
活
習
慣
改
善
を
図
っ
て
リ
ス
ク
を
低
下

さ
せ
る
と
い
う
も
の
で
、
保
健
指
導
に
よ
る
介
入
研
究

と
し
て
予
防
対
策
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
期
待
さ

れ
て
い
る
。
昨
年
か
ら
は
、
厚
生
省
健
康
科
学
総
合
研

究
事
業
と
し
て
全
国
７
０
０
０
人
を
対
象
と
し
た
新
た

な
介
入
研
究
が
６
年
計
画
で
ス
タ
ー
ト
し
た
。

さ
ら
に
10
年
に
わ
た
っ
て
福
祉
保
健
医
学
講
座
固
有

の
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
と
し
て
、
高
島
郡
の
全
住
民
を
対

象
に
行
っ
て
き
た
「
脳
卒
中
、
心
筋
梗
塞
発
症
登
録
」

は
、
ど
れ
く
ら
い
の
割
合
で
脳
卒
中
や
心
筋
梗
塞
が
発

症
し
て
、
そ
の
予
後
の
状
態
が
ど
う
な
る
か
を
明
ら
か

に
す
る
こ
と
で
、
ど
れ
く
ら
い
の
期
間
、
ど
の
程
度
の

介
護
が
必
要
な
の
か
、
地
域
の
予
防
対
策
や
施
設
の
整

備
、
介
護
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な
ど
も
含
め
て
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

生

活

習

慣

病

対

策

と

し

て

の

介

入

研

究

信
楽
町
で
２
４
０
０
人
の
町
民
を
対
象
に
昨
年
ス
タ
ー

ト
し
た
調
査
研
究
の
特
筆
す
べ
き
点
は
、
高
血
圧
、
脂

質
代
謝
異
常
、
耐
糖
能
異
常
に
よ
る
動
脈
硬
化
性
疾
患

の
予
防
を
目
的
と
し
た
ゲ
ノ
ム
研
究
で
あ
り
、
さ
ら
に
わ

が
国
で
は
前
例
の
な
い
、
倫
理
基
準
を
す
べ
て
ク
リ
ア
す

る
手
法
を
と
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

調
査
を
始
め
る
に
当
た
り
、
町
長
、
保
健
セ
ン
タ
ー
、

さ
ら
に
は
対
象
と
な
る
町
民
１
人
ひ
と
り
に
説
明
を
行
っ

て
イ
ン
フ
ォ
ー
ム

ド
コ
ン
セ
ン
ト
の

徹
底
を
図
り
、
受

診
者
の
８
割
に
当

た
る
２
４
０
０
人
か

ら
同
意
署
名
を
得

る
こ
と
が
で
き
た
。

そ
の
際
、
特
定

の
遺
伝
病
を
明
ら

か
に
す
る
の
で
は

な
く
、
体
質
が
あ

っ
て
も
予
防
で
き

る
疾
患
を
対
象
に
、
環
境
と
の
関
わ
り
を
調
べ
る
と
い
う

目
的
を
は
っ
き
り
説
明
し
て
、
調
査
の
結
果
を
逐
一
住

民
に
返
す
こ
と
や
、
新
し
い
調
査
を
行
う
場
合
は
再
度
、

住
民
に
説
明
し
て
同
意
を
得
る
と
い
う
こ
と
を
は
っ
き
り

伝
え
る
よ
う
に
し
た
。

マ
ク
ロ
的
な
研
究
の
最
先
端
と
し
て
行
わ
れ
た
「
Ｉ
Ｎ

Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｐ
」
の
対
局
に
あ
る
と
も
い
え
る
ゲ
ノ
ム
研

究
に
着
手
し
た
こ
と
で
、
疫
学
研
究
を
マ
ク
ロ
と
ミ
ク
ロ

の
両
先
端
に
広
げ
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え
る
。

遺
伝
子
を
分
析
し
個
人
の
疾
病
予
防
に
役
立
て
る
こ

と
は
今
後
広
く
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
予
想
さ
れ
る

が
、
こ
こ
で
は
遺
伝
的
な
素
因
が
あ
っ
て
も
生
活
環
境
を

整
え
る
こ
と
で
疾
病
を
予
防
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
と
い
う
ね
ら
い
が
あ
る
。

今
後
は
講
座
で
取
り
組
ん
で
き
た
こ
れ
ら
の
調
査
か
ら

得
ら
れ
る
結
果
を
有
効
に
活
用
し
な
が
ら
、
国
や
地
域
の

健
康
づ
く
り
に
生
活
環
境
が
い
か
に
大
切
で
あ
る
か
を
明

か
に
し
、
全
国
的
に
遅
れ
て
い
る
健
康
づ
く
り
の
た
め
の

地
域
の
環
境
整
備
に
つ
い
て
、
行
政
や
住
民
と
と
も
に
考

え
、
実
践
し
て
い
き
た
い
。

予

防

を

目

的

と

し

た

ゲ

ノ

ム

疫

学

研

究

マクロとミクロの両先端へ進む疫学研究�

疾病予防を目的としたゲノム疫学研究�

率先して実施したインフォームドコンセント�

1. 町長への説明と了解�
2. 保健センターへの説明と了解�
3. 個人個人に説明と同意を得て協力依頼�
　 同意を得た項目は、高血圧、脂質代謝異常、耐糖能�
　 異常に関する遺伝子分析と環境要因の解析。�
4. 8割の方の同意、総計2400人に同意署名を得る。�
5. 研究項目の滋賀医科大学倫理委員会での承認�

1. ACE遺伝子多型と血圧水準、高血圧�
2. アルコール代謝関連遺伝子と血圧、脂質代謝�
3. CETP欠損と脂質代謝、生活習慣�

予防対策の効果�

健康日本21に貢献�

ミクロ�

ゲノム研究�

マクロ�

NIPPON DATA�
大規模コホート研究�

大規模介入研究�
疾病登録�

信楽町研究�

体質を環境で制御�
インフォームドコンセント�

INTERMAP�
国際共同研究�

血圧を下げる栄養素�
食物�

遺伝的素因があっても、どのような生活習慣を持てば
高血圧、脂質代謝異常、耐糖能異常、等からくる動脈
硬化性疾患を予防できるかを明らかにする。�

ゲノム解析予定�

愛東町�

人 間�

大 規 模 疫 学 共 同 研 究
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F
u
rch
g
ott

（
１
９
９
８
年
ノ
ー
ベ
ル
医

学
生
理
学
賞
受
賞
者
）
ら
に
よ
り
１
９
８
０

年
に
内
皮
由
来
血
管
弛
緩
因
子
（
Ｅ
Ｄ
Ｒ
Ｆ
）

が
発
見
さ
れ
、
後
に
そ
れ
が
一
酸
化
窒
素

（
Ｎ
Ｏ
）
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た
こ

と
が
契
機
と
な
り
、
生
体
内
で
産
生
さ
れ
る

新
し
い
細
胞
間
情
報
伝
達
物
質
と
し
て
の
Ｎ

Ｏ
に
関
す
る
研
究
が
世
界
中
で
盛
ん
に
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

Ｎ
Ｏ
の
循
環
作
用
、
特
に
そ
の
強
力
な
血

管
拡
張
作
用
は
そ
れ
以
前
か
ら
知
ら
れ
て
い

て
、
１
８
７
９
年
以
来
狭
心
症
の
治
療
薬
と

し
て
広
く
臨
床
応
用
さ
れ
て
き
た
ニ
ト
ロ
グ

リ
セ
リ
ン
を
は
じ
め
と
す
る
ニ
ト
ロ
系
血
管

拡
張
薬
の
冠
動
脈
拡
張
作
用
は
、
こ
の
薬
物

が
血
管
壁
に
存
在
す
る
酵
素
に
よ
っ
て
代
謝

さ
れ
る
過
程
で
、
含
有
す
る
ニ
ト
ロ
基
あ
る

い
は
ニ
ト
ロ
ソ
基
か
ら
Ｎ
Ｏ
が
遊
離
さ
れ
、

そ
れ
が
血
管
平
滑
筋
細
胞
の
可
溶
性
グ
ア
ニ

ル
酸
シ
ク
ラ
ー
ゼ
を
活
性
化
し
、
サ
イ
ク
リ

ッ
ク
Ｇ
Ｍ
Ｐ
の
産
生
増
加
を
介
し
て
血
管
を

弛
緩
す
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
た
。

そ
の
後
の
研
究
で
、
循
環
系
だ
け
で
な
く
、

神
経
系
、
免
疫
系
の
各
分
野
に
お
い
て
内
因

性
Ｎ
Ｏ
が
重
要
な
生
理
機
能
に
関
与
す
る
と

共
に
、
過
剰
に
産
生
さ
れ
た
場
合
に
は
種
々

の
病
態
に
関
与
す
る
こ
と
が
分
か
り
、
Ｎ
Ｏ

の
も
つ
二
面
性
が
各
々
の
分
野
で
明
ら
か
に

な
っ
た
。

生
体
内
で
Ｎ
Ｏ
を
産
生
す
る
Ｎ
Ｏ
合
成
酵

素
（
Ｎ
Ｏ
Ｓ
）
に
は
、
細
胞
内
カ
ル
シ
ウ
ム

濃
度
の
上
昇
に
よ
り
活
性
化
さ
れ
る
構
成
型

Ｎ
Ｏ
合
成
酵
素
（
ｃ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
）
と
、
病
的
刺

激
で
誘
導
さ
れ
る
誘
導
型
Ｎ
Ｏ
合
成
酵
素

（
ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
）
の
２
種
類
が
あ
り
、
ｃ
Ｎ
Ｏ

Ｓ
に
は
主
と
し
て
血
管
内
皮
細
胞
に
あ
る
ｅ

Ｎ
Ｏ
Ｓ
と
神
経
細
胞
に
あ
る
ｎ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
が
あ

る
。一

般
に
、
Ｎ
Ｏ
の
生
体
保
護
作
用
（
臓
器

血
流
の
維
持
、
血
小
板
凝
集
の
抑
制
、
抗
動

脈
硬
化
作
用
、
シ
ナ
プ
ス
可
塑
性
、
神
経
伝

達
、
記
憶
・
学
習
な
ど
）
は
ｃ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
に
よ

り
産
生
さ
れ
る
少
量
の
Ｎ
Ｏ
に
よ
り
維
持
さ

れ
、
そ
の
生
体
障
害
作
用
（
エ
ン
ド
ト
キ
シ

ン
シ
ョ
ッ
ク
、
神
経
細
胞
死
、
細
胞
毒
性
、

炎
症
な
ど
）
は
ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
に
よ
り
産
生
さ
れ

る
大
量
の
Ｎ
Ｏ
に
よ
り
生
じ
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
Ｎ
Ｏ
が
関
与
す
る

病
態
は
、
図
１
に
示
す
よ
う
に
生
理
作
用
に

関
与
す
る
ｃ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
由
来
の
Ｎ
Ｏ
の
機
能
低

下
と
ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
で
産
生
さ
れ
る
過
剰
の
Ｎ
Ｏ

に
よ
る
細
胞
障
害
に
大
別
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
内
因
性
Ｎ
Ｏ
の
多
彩
な
生
物

作
用
を
医
学
に
応
用
し
、
薬
物
治
療
に
生
か

す
試
み
が
い
ろ
い
ろ
な
分
野
で
な
さ
れ
て
い

る
。

シ リ ー ズ ・ N O

滋
賀
医
科
大
学
薬
理
学
講
座
で
は
、
Ｅ
Ｄ

Ｒ
Ｆ
と
し
て
の
Ｎ
Ｏ
だ
け
で
な
く
、
独
自
に

神
経
伝
達
物
質
と
し
て
の
Ｎ
Ｏ
の
機
能
的
な

研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
そ
の
結
果
、
ｎ

Ｎ
Ｏ
Ｓ
は
中
枢
神
経
以
外
に
も
末
梢
神
経
に

も
存
在
し
、
血
管
、
消
化
管
、
気
管
、
尿
路

系
、
陰
茎
海
綿
体
な
ど
を
支
配
す
る
神
経
の

伝
達
物
質
と
し
て
は
た
ら
い
て
い
る
こ
と
が

分
か
っ
て
き
た
。
血
管
や
尿
路
系
で
は
ノ
ル

ア
ド
レ
ナ
リ
ン
作
動
性
神
経
と
、
消
化
管
や

気
道
系
で
は
コ
リ
ン
作
動
性
神
経
と
、
そ
れ

ぞ
れ
生
理
的
な
拮
抗
作
用
を
示
し
、
平
滑
筋

の
緊
張
性
調
節
機
構
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。

特
に
脳
動
脈
、
消
化
管
括
約
筋
や
陰
茎
海
綿

体
で
は
主
要
な
支
配
神
経
と
し
て
、
そ
の
平

滑
筋
を
拡
張
性
に
調
節
し
て
い
る
。
こ
の
よ

ｃ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
由
来
の
Ｎ
Ｏ
の
働
き

ｃ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
由
来
の
Ｎ
Ｏ
の
作
用
は
、
循
環
器
系
に
お
い
て
最
も
良
く
理
解
が
進

ん
で
い
る
。
瞬
時
の
循
環
調
節
作
用
と
持
続
的
な
抗
動
脈
硬
化
作
用
が
あ
り
、
生

体
機
能
を
循
環
面
か
ら
正
常
に
維
持
す
る
た
め
に
は
必
須
の
物
質
で
あ
る
。

2

'シリーズ　NO

一酸化窒素（ＮＯ）の
治療への応用

Ｎ
Ｏ
の
作
用
と
そ
の
二
面
性

生
体
内
で
作
ら
れ
る
Ｎ
Ｏ
に
は
構
成
型
Ｎ
Ｏ
合
成
酵
素
（
ｃ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
）

と
誘
導
型
Ｎ
Ｏ
合
成
酵
素
（
ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
）
由
来
の
２
種
類
が
あ
り
、
重

要
な
生
理
機
能
に
関
与
す
る
と
と
も
に
、
過
剰
に
作
ら
れ
た
場
合
に
は

病
的
な
状
態
を
引
き
起
こ
す
と
い
う
二
面
性
が
あ
る
。

1

岡村富夫　教授
（薬理学講座）
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う
な
神
経
は
こ
れ
ま

で
非
ア
ド
レ
ナ
リ
ン

性
非
コ
リ
ン
性
（
Ｎ

Ａ
Ｎ
Ｃ
）
神
経
と
呼

ば
れ
て
い
た
が
、
そ

の
多
く
が
Ｎ
Ｏ
を
伝

達
物
質
と
す
る
神
経

で
あ
る
こ
と
が
分
か

り
、
最
近
で
は
Ｎ
Ｏ

作
動
性
神
経
と
呼
ば

れ
て
い
る
。

一
方
、
ｅ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
か
ら
産
生
さ
れ
る
Ｎ
Ｏ

は
Ｅ
Ｄ
Ｒ
Ｆ
と
し
て
血
管
を
拡
張
す
る
と
共

に
血
小
板
の
凝
集
や
白
血
球
の
接
着
を
抑
制

す
る
こ
と
か
ら
、
微
小
循
環
の
維
持
お
よ
び

臓
器
血
流
量
や
血
圧
の
調
節
に
関
与
す
る
と

考
え
ら
れ
る
。

Ｎ
Ｏ
は
ラ
ジ
カ
ル
の
性
質
を
持
つ
脂
溶
性

の
気
体
で
あ
る
た
め
、
そ
の
空
間
的
な
移
動

は
拡
散
で
あ
り
、
酸
化
に
よ
る
代
謝
を
受
け

る
前
に
到
達
で
き
る
細
胞
は
産
生
部
位
（
細

胞
）
の
近
傍
に
限
定
さ
れ
る
。
ま
た
Ｎ
Ｏ
は

ヘ
ム
（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
な
ど
の
分
子
の
構
成

要
素
）
に
対
し
て
強
い
親
和
性
を
も
つ
こ
と

か
ら
、
内
皮
か
ら
血
管
内
腔
へ
放
出
さ
れ
た

Ｎ
Ｏ
は
産
生
細
胞
周
辺
で
は
作
用
す
る
が
、

直
ち
に
赤
血
球
内
の
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
に
吸
着

さ
れ
て
活
性
を
失
う
た
め
、
遠
隔
地
で
は
機

能
し
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

Ｎ
Ｏ
の
吸
入
療
法
は
こ
の
性
質
を
利
用
し

た
も
の
で
、
Ｎ
Ｏ
が
到
達
す
る
気
道
や
肺
血

管
だ
け
を
拡
張
し
、
決
し
て
血
液
を
介
し
て

全
身
性
に
作
用
す
る
こ
と
は
な
い
た
め
、
全

身
血
圧
の
低
下
な
ど
を
引
き
起
こ
す
こ
と
な

く
肺
高
血
圧
症
な
ど
の
重
症
呼
吸
不
全
に
劇

的
な
効
果
を
示
す
治
療
法
と
し
て
注
目
さ
れ

て
い
る
。

ｃ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
由
来
の
Ｎ
Ｏ
に
は
ダ
イ
ナ
ミ

ッ
ク
な
循
環
調
節
作
用
と
持
続
的
な
抗
動
脈

硬
化
作
用
が
あ
り
、
生
体
機
能
を
循
環
面
か

ら
正
常
に
維
持
す
る
た
め
に
は
必
須
の
物
質

と
考
え
ら
れ
る
。
ｃ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
由
来
の
Ｎ
Ｏ
の

機
能
が
低
下
す
る
と
、
血
管
攣
縮
（
ス
パ
ス

ム
）、
高
血
圧
、
動
脈
硬
化
な
ど
の
病
態
を

生
じ
や
す
く
な
る
。
実
際
、
動
脈
硬
化
の
危

険
因
子
で
あ
る
高
脂
血
症
、
喫
煙
、
高
血
圧
、

糖
尿
病
な
ど
の
患
者
で
ｃ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
由
来
の
Ｎ

Ｏ
の
機
能
低
下
が
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

誘
導
型
酵
素
で
あ
る
ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
は
、
免
疫

を
担
当
す
る
マ
ク
ロ
フ
ァ
ー
ジ
や
白
血
球
、

血
管
の
平
滑
筋
細
胞
、
中
枢
神
経
系
の
グ
リ

ア
細
胞
等
で
誘
導
さ
れ
る
。
ｃ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
と
は

異
な
り
通
常
は
酵
素
活
性
は
認
め
ら
れ
な
い

が
、
サ
イ
ト
カ
イ
ン
や
細
菌
毒
等
の
刺
激
を

受
け
る
と
、
酵
素
タ
ン
パ
ク
質
が
誘
導
さ
れ
、

ｃ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
に
比
べ
て
１
０
０
０
倍
以
上
に
当

た
る
大
量
の
Ｎ
Ｏ
が
作
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、

免
疫
担
当
細
胞
が
産
生
す
る
Ｎ
Ｏ
に
よ
る
殺

菌
作
用
は
、
誘
導
型
Ｎ
Ｏ
合
成
酵
素
を
介
し

て
い
て
も
生
体
保
護
作
用
と
見
な
す
こ
と
が

で
き
る
。
し
か
し
、
大
量
に
作
ら
れ
た
Ｎ
Ｏ

は
著
し
い
血
管
平
滑
筋
の
弛
緩
と
透
過
性
の

増
大
に
よ
っ
て
、
シ
ョ
ッ
ク
を
引
き
起
こ
す

ほ
か
、
心
筋
や
血
管
壁
を
傷
つ
け
る
原
因
と

な
る
。
中
枢
神
経
系
に
お
い
て
は
神
経
細
胞

死
が
誘
発
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ア
ル
ツ
ハ
イ

マ
ー
病
と
の
関
連
も
示
唆
さ
れ
て
い
る
。

以
前
か
ら
１
つ
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
ｉ

Ｎ
Ｏ
Ｓ
活
性
を
選
択
的
に
阻
害
す
る
薬
物
の

開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
現
在

ま
で
に
造
ら
れ
た
Ｎ
Ｏ
Ｓ
阻
害
剤
は
、
生
理

的
に
重
要
な
ｃ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
と
病
態
に
関
与
す
る

と
考
え
ら
れ
る
ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
を
共
に
抑
え
て
し

ま
う
こ
と
か
ら
、
残
念
な
が
ら
臨
床
応
用
に

は
至
っ
て
い
な
い
。

他
方
、
上
述
し
た
外
因
性
Ｎ
Ｏ
供
与
体
で

あ
る
ニ
ト
ロ
系
血
管
拡
張
薬
（
狭
心
症
治
療

薬
）
の
ほ
か
、
ｃ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
由
来
の
Ｎ
Ｏ
機
能

の
低
下
を
改
善
す
る
薬
剤
に
つ
い
て
は
す
で

に
臨
床
応
用
さ
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
。（
図

２
参
照
）
今
話
題
の
バ
イ
ア
グ
ラ
は
、
陰
茎

海
綿
体
に
特
異
的
に
分
布
す
る
サ
イ
ク
リ
ッ

ク
Ｇ
Ｍ
Ｐ
の
分
解
酵
素
を
阻
害
し
て
、
こ
の

部
分
に
多
く
分
布
す
る
Ｎ
Ｏ
作
動
性
神
経
か

ら
遊
離
さ
れ
た
Ｎ
Ｏ
の
作
用
を
強
め
る
こ
と

に
よ
り
、
海
綿
体
平
滑
筋
の
弛
緩
を
増
強
す

る
薬
剤
で
あ
る
。
１
２
０
年
以
上
の
歴
史
が

あ
る
ニ
ト
ロ
グ
リ
セ
リ
ン
と
開
発
さ
れ
て
間

も
な
い
バ
イ
ア
グ
ラ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
外
因
性

お
よ
び
内
因
性
の
Ｎ
Ｏ
ー
サ
イ
ク
リ
ッ
ク
Ｇ

Ｍ
Ｐ
系
亢
進
薬
の
代
表
で
あ
る
と
い
う
の
も

興
味
深
い
。

し
か
し
、
将
来
開
発
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
ｉ

Ｎ
Ｏ
Ｓ
選
択
的
阻
害
薬
を
含
め
、
Ｎ
Ｏ
関
連

薬
剤
の
臨
床
応
用
に
は
、
ま
だ
ま
だ
Ｎ
Ｏ
の

生
物
作
用
に
関
す
る
情
報
と
大
規
模
な
臨
床

試
験
が
必
要
で
あ
る
。

Ｎ
Ｏ
関
連
薬
研
究
の
現
状

Ｎ
Ｏ
関
連
薬
剤
の
治
療
へ
の
応
用
に
は
、
大
量
の
Ｎ
Ｏ
が
作
ら
れ
る
こ

と
で
生
体
障
害
作
用
を
も
た
ら
す
ｉ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
活
性
の
選
択
的
阻
害
薬
と
、

ｃ
Ｎ
Ｏ
Ｓ
由
来
の
Ｎ
Ｏ
機
能
の
低
下
を
改
善
す
る
薬
剤
が
考
え
ら
れ
る
。

3

一酸化窒素（ＮＯ）の治療への応用

iNOSによる�
NOの過剰産生�

cNOS由来の�
NOの機能低下� iNOS発現抑制薬？�

iNOS阻害薬？�

（正常）�（正常）�

（病態）�

（病態）�

NO供与薬、Ｌ-アルギニン�
テトラヒドロビオプテリン�
ＰＤＥＶ型阻害薬�
抗酸化薬、エストロゲン�
ACE阻害薬�
�

図1
図2
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―
―
睡
眠
障
害
に
は
ど
の
よ
う
な
症
状
が

み
ら
れ
ま
す
か
。

ま
ず
よ
く
眠
れ
な
い
と
い
う
不
眠
の
症

状
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
が
、
不
眠
に
も
な
か

な
か
寝
つ
け
な
い
「
入
眠
障
害
」、
夜
中

に
何
度
も
目
が
覚
め
る
「
中
途
覚
醒
」、

眠
り
が
浅
く
て
熟
眠
感
が
な
い
「
熟
眠
障

害
」、
朝
早
く
目
が
覚
め
て
し
ま
う
「
早

朝
覚
醒
」
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

不
眠
の
持
続
期
間
が
数
日
と
い
う
一
過

性
の
不
眠
は
、
特
別
な
で
き
ご
と
な
ど
で

ス
ト
レ
ス
を
感
じ
た
時
に
起
こ
る
も
の

で
、
原
因
と
な
る
ス
ト
レ
ス
が
な
く
な
れ

ば
自
然
に
解
決
し
ま
す
。
１
カ
月
以
上
持

続
す
る
本
格
的
な
不
眠
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

原
因
に
よ
っ
て
起
こ
り
ま
す
が
、
長
期
の

不
眠
で
も
っ
と
も
多
い
の
は
精
神
的
緊
張

や
不
安
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
「
精

神
生
理
性
不
眠
」
で
す
。（
表
「
不
眠
持

続
期
間
と
そ
の
原
因
に
よ
る
分
類
」）

ま
た
睡
眠
障
害
は
不
眠
だ
け
で
な
く
、

夜
寝
て
い
る
の
に
昼
も
眠
い
と
い
っ
た
過

眠
症
や
、
人
が
本
来
眠
っ
て
い
る
時
間
帯

か
ら
ず
れ
て
し
ま
う
概
日
リ
ズ
ム
睡
眠
障

害
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

―
―
睡
眠
は
通
常
ど
の
く
ら
い
と
れ
ば
い

い
の
で
し
ょ
う
か
。

睡
眠
時
間
が
た
と
え
４
〜
５
時
間
で

も
、
本
人
が
満
足
で
昼
間
正
常
に
活
動
で

I N T E R V I E W

夜型社会に
増加する
睡眠障害

大川匡子　教授
（精神医学講座）

イ ン タ ビ ュ ー

夜
型
の
生
活
ス
タ
イ
ル
で
増
え
る
睡
眠
障
害

1　一過性不眠（数日）�
 平生は睡眠が正常な人が、急性のストレス状況（不安、痛み、旅行、�

 外科手術前夜など）に遭遇したとき起こる。�

2　短期不眠（１～３週間）�
 状況的ストレスといって、やや長く続くストレス、例えば仕事や家庭生活�

 上のストレス、重い身体病、交代勤務者の勤務時間帯の変化、時差�

 ぼけなどによって起こる。�

3　長期不眠（１カ月以上）�
　　1）精神生理性不眠（神経質性不眠）�

　　　性格要因、条件反射的要因などによる。明瞭な原因疾患なし。�

　　2）身体疾患（内科的疾患など）に伴う不眠　�

　　　睡眠時無呼吸症候群、周期性四肢運動障害、�

   レストレスレッグス症候群、消化性潰瘍、高血圧、�

   心疾患、関節炎、腰痛、皮膚疾患、前立腺肥大、頻尿�

　　3）中枢神経疾患に伴う不眠�

　　　脳血管障害、パーキンソン病、ＲＥＭ睡眠行動障害�

　　4）精神病に伴う不眠�

　　　うつ病、神経症、分裂病、老年期痴呆、夜間せん妄�

　　5）アルコール・薬物使用に関する不眠�

　　　アルコール・睡眠薬などの依存・離脱、各種治療薬による不眠�

   （中枢刺激薬、甲状腺剤、ステロイド）�

　　6）老人性不眠�

　　　加齢に伴う生理的睡眠障害、多相性睡眠型、社会・環境因�

　　7）概日リズムに関連した不眠�

　　　ジェット時差症候群、交代制勤務、睡眠相後退（前進）症候群�

表　不眠持続期間とその原因による分類�
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き
る
な
ら
、
睡
眠
障
害
と
は
い
い
ま
せ
ん
。

睡
眠
時
間
は
年
齢
に
よ
っ
て
生
理
的
に
変

化
す
る
も
の
で
す
し
、
今
は
成
人
の
平
均

睡
眠
時
間
が
だ
い
た
い
６
、
７
時
間
と
い

わ
れ
ま
す
が
、
個
人
差
が
あ
り
人
そ
れ
ぞ

れ
異
な
る
た
め
、
平
均
的
な
睡
眠
時
間
に

こ
だ
わ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
睡
眠
が
足
り
な
い
状
態
が
続

く
と
、
体
の
不
調
や
い
ら
い
ら
な
ど
が
起

こ
っ
て
き
ま
す
。
睡
眠
時
間
を
減
ら
す
実

験
を
し
て
も
、
せ
い
ぜ
い
３
分
の
１
く
ら

い
し
か
減
ら
せ
ま
せ
ん
。
減
ら
す
必
要
が

な
く
な
れ
ば
あ
っ
と
い
う
間
に
元
の
睡
眠

時
間
に
戻
り
ま
す
。
無
理
に
睡
眠
時
間
を

減
ら
し
た
り
す
る
と
注
意
力
が
散
漫
と
な

り
、
判
断
力
が
低
下
し
て
産
業
事
故
に
つ

な
が
り
ま
す
。

睡
眠
に
は
疲
労
や
ス
ト
レ
ス
の
回
復
機

能
と
同
時
に
、
解
毒
・
代
謝
機
能
や
免
疫

機
能
を
活
発
に
し
て
病
気
を
予
防
し
た

り
、
病
気
か
ら
回
復
さ
せ
る
機
能
が
あ
り
、

子
供
の
心
身
の
発
達
に
も
大
き
な
影
響
を

与
え
ま
す
。

近
年
、
栄
養
の
問
題
は
改
善
さ
れ
ま
し

た
が
、
睡
眠
に
つ
い
て
は
ま
だ
ま
だ
見
直

し
が
必
要
だ
と
い
え
ま
す
。

―
―
現
代
社
会
は
ま
す
ま
す
夜
型
化
傾
向
を
増

し
て
い
る
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

昼
行
性
の
生
き
物
で
あ
る
人
間
が
夜
遅

く
ま
で
起
き
て
い
る
よ
う
に
な
っ
た
の

は
、
電
気
が
普
及
し
た
こ
こ
１
０
０
年
程

の
こ
と
で
、
睡
眠
障
害
は
現
代
人
が
何
万

年
と
変
わ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
人
間
の
営

み
を
急
激
に
変
え
よ
う
と
し
た
こ
と
に
よ

る
現
代
病
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

睡
眠
を
お
ろ
そ
か
に
す
る
こ
と
か
ら
、

ス
ト
レ
ス
や
職
業
病
、
さ
ら
に
は
生
活
習

慣
病
な
ど
が
起
こ
っ
て
き
ま
す
。
良
い
睡

眠
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
慢
性

疾
患
が
減
っ
て
医
療
費
を
も
っ
と
抑
え
る

こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

子
ど
も
た
ち
を
脅
か
す
、
生
体
リ
ズ
ム
の
乱
れ

ス
ト
レ
ス
の
な
い
規
則
正
し
い
生
活
が
治
療
の
第
一
歩

―
―
過
眠
症
に
は
ど
ん
な
病
気
が
あ
り
ま

す
か
。

過
眠
症
の
代
表
的
な
疾
患
ナ
ル
コ
レ
プ

シ
ー
は
10
代
に
発
症
し
や
す
い
病
気
で

す
。
感
動
し
た
り
、
笑
っ
た
り
、
怒
っ
た

り
す
る
と
、
全
身
の
力
が
ぬ
け
て
倒
れ
て

し
ま
う
情
動
脱
力
発
作
や
、
大
切
な
時
に

急
に
眠
っ
て
し
ま
う
睡
眠
発
作
、「
金
縛

り
」
の
よ
う
な
状
態
に
な
る
睡
眠
マ
ヒ
な
ど

の
症
状
が
あ
り
ま
す
。

一
昨
年
、
ス
タ
ン
フ
ォ
ー
ド
大
学
の

「
ス
リ
ー
プ
ス
セ
ン
タ
ー
」
で
、
ナ
ル
コ

レ
プ
シ
ー
の
犬
か
ら
「
オ
レ
キ
シ
ン
」
と

い
う
神
経
伝
達
物
の
受
容
体
遺
伝
子
に
異

常
が
あ
る
こ
と
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
は
ま
だ
対
症
療
法
し
か
あ
り
ま
せ
ん

が
、
こ
う
し
た
遺
伝
子
の
研
究
か
ら
将
来
、

治
療
法
が
見
つ
か
る
と
期
待
さ
れ
て
い
ま

す
。

―
―
睡
眠
・
覚
醒
リ
ズ
ム
障
害
と
い
う
の

は
、
ま
だ
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
病
気

で
す
ね
。

睡
眠
・
覚
醒
リ
ズ
ム
障
害
が
病
気
と
認

定
さ
れ
た
の
は
、
つ
い
最
近
１
９
８
５
年

頃
の
こ
と
で
す
。

人
は
脳
内
に
時
を
刻
む
生
体
時
計
を
備

え
て
い
ま
す
が
、
こ
の
生
体
時
計
は
光
に

当
た
る
時
間
の
長
さ
で
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ

れ
て
い
ま
す
。

暗
く
な
る
と
大
脳
の
松
果
体
か
ら
分
泌

さ
れ
る
「
メ
ラ
ト
ニ
ン
」
と
い
う
ホ
ル
モ

ン
の
量
が
増
え
て
、
夜
で
あ
る
と
い
う
信

号
が
体
に
送
ら
れ
、
心
臓
の
鼓
動
や
血
圧

が
低
く
な
っ
て
眠
り
や
す
く
な
る
わ
け
で

す
。
深
夜
勤
務
な
ど
で
光
に
当
た
っ
て
い

る
時
間
が
長
く
な
っ
た
り
昼
夜
逆
転
の
生

活
を
送
っ
て
い
る
と
、
メ
ラ
ト
ニ
ン
分
泌

が
低
下
し
た
り
、
不
規
則
に
な
っ
て
、
生

体
時
計
が
狂
い
始
め
ま
す
。

以
前
、
不
規
則
な
睡
眠
を
来
す
痴
呆
の

お
年
寄
り
を
昼
間
起
こ
し
て
外
に
連
れ
出

し
て
日
光
に
当
た
る
時
間
を
多
く
す
る

と
、
夜
よ
く
眠
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い

う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
高
齢
に
な
る
と

メ
ラ
ト
ニ
ン
の
分
泌
が
平
坦
に
な
っ
て
き

ま
す
が
、
昼
間
、
光
を
十
分
に
浴
び
る
こ

と
で
夜
間
の
分
泌
量
が
増
え
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
こ
れ
は
私
た
ち

に
も
当
て
は
ま
る
こ
と
で
す
。

心
配
な
の
は
子
ど
も
た
ち
の
生
育
過
程

に
与
え
る
影
響
で
す
。
母
親
の
胎
内
に
い

る
時
は
真
っ
暗
で
、
光
が
な
い
よ
う
な
状

態
で
す
。
時
計
を
合
わ
せ
る
機
能
は
生
後
、

明
暗
が
わ
か
る
よ
う
に
な
っ
て
備
わ
る
も

の
で
す
が
、
今
の
よ
う
に
子
ど
も
の
う
ち

か
ら
夜
遅
く
ま
で
起
き
て
い
る
よ
う
に
な

る
と
、
初
め
か
ら
時
計
の
文
字
盤
が
狂
っ

て
し
ま
っ
て
、
ど
こ
が
朝
で
ど
こ
が
夜
か

区
別
が
つ
か
な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

そ
う
い
う
子
ど
も
た
ち
が
ど
う
な
る
か
は

今
後
の
問
題
で
す
。

―
―
滋
賀
医
科
大
学
医
学
部
附
属
病
院
の

睡
眠
外
来
で
は
、
主
に
ど
ん
な
検
査
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
か
。

本
院
の
睡
眠
外
来
で
は
睡
眠
中
に
起
こ

る
あ
ら
ゆ
る
症
状
に
対
応
し
て
い
ま
す

し
、
毎
週
水
曜
日
に
は
総
合
診
療
部
の

総
合
睡
眠
外
来
で
も
眠
れ
な
い
方
の
相

談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

外
来
で
は
ま
ず
症
状
に
つ
い
て
問
診
を
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行
い
、
次
に
そ
の
不
眠
に
は
、
思
い
過
ご

し
や
誤
認
が
な
い
か
を
調
べ
ま
す
。
睡
眠

日
誌
（
睡
眠
表
）
を
つ
け
て
も
ら
っ
た
り
、

必
要
な
ら
ば
腕
時
計
型
の
ア
ク
チ
グ
ラ
フ

（
携
帯
型
活
動
量
測
定
器
）
で
ど
の
時
間

帯
に
ど
の
く
ら
い
動
い
た
か
と
い
う
活
動

量
を
測
定
し
ま
す
。

深
い
眠
り
で
あ
る
ノ
ン
レ
ム
睡
眠
と
レ

ム
睡
眠
と
呼
ば
れ
る
浅
い
睡
眠
の
繰
り
返

し
が
規
則
的
に
き
れ
い
な
サ
イ
ク
ル
で
持

続
し
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
ポ
リ
グ
ラ
フ

で
睡
眠
脳
波
を
調
べ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
睡
眠
中
の
呼
吸
を
モ
ニ
タ
ー

で
調
べ
た
り
、
頻
尿
は
な
い
か
、
足
が
ピ

ク
ピ
ク
し
な
い
か
と
い
っ
た
、
睡
眠
中
に

み
ら
れ
る
さ
ま
ざ
ま
な
現
象
を
調
べ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

―
―
治
療
は
薬
物
療
法
が
中
心
で
す
か
。

ま
ず
、
生
活
習
慣
を
規
則
正
し
い
も
の

に
改
善
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
必
要
に

応
じ
て
睡
眠
薬
も
使
い
ま
す
が
、
な
ぜ

ス
ト
レ
ス
が
あ
る
の
か
、
ど
う
し
た
ら
な

く
な
る
か
を
患
者
さ
ん
と
と
も
に
考
え
な

が
ら
、
そ
の
人
に
合
っ
た
治
療
法
で
対
応

す
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

概
日
リ
ズ
ム
睡
眠
障
害
に
は
高
照
度
光

療
法
が
有
効
で
す
。
な
か
な
か
眠
れ
な
い

睡
眠
相
後
退
症
候
群
で
は
、
少
し
ず
つ
早

く
起
き
て
、
３
０
０
０
〜
５
０
０
０
ル
ク

ス
の
強
い
光
を
浴
び
る
と
、
だ
ん
だ
ん
時

計
が
前
進
し
て
早
く
眠
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。

ま
た
、
睡
眠
相
後
退
や
不
規
則
リ
ズ
ム

の
人
の
な
か
に
は
メ
ラ
ト
ニ
ン
の
分
泌
が

少
な
い
人
が
い
る
の
で
、
医
薬
品
と
し
て

確
立
さ
れ
た
方
法
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

メ
ラ
ト
ニ
ン
を
投
与
す
る
場
合
も
あ
り
ま

す
。
ア
メ
リ
カ
で
は
食
品
と
し
て
ド
ラ
ッ

グ
ス
ト
ア
で
購
入
で
き
ま
す
が
、
日
本
で

は
よ
り
安
全
性
の
高
い
も
の
を
輸
入
し
て

使
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
光
の
感
受
性

を
よ
く
す
る
作
用
が
あ
る
ビ
タ
ミ
ン
Ｂ
12

を
用
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

睡
眠
時
無
呼
吸
症
候
群
の
治
療
に
は
、

鼻
マ
ス
ク
式
持
続
陽
圧
呼
吸
装
置
（
Ｃ
Ｐ

Ａ
Ｐ
）
と
い
う
治
療
機
器
を
使
っ
た
り
、

耳
鼻
咽
喉
科
や
歯
科
口
腔
外
科
と
協
力
し

て
治
療
を
行
う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

―
―
遺
伝
子
研
究
に
よ
っ
て
、
睡
眠
障
害

に
つ
い
て
も
今
後
い
ろ
い
ろ
解
明
さ
れ
て

く
る
の
で
し
ょ
う
か
。

最
近
「
ク
ロ
ッ
ク
ジ
ー
ン
」
と
い
う
生

物
時
計
に
関
す
る
遺
伝
子
が
発
見
さ
れ
ま

し
た
が
、
こ
れ
は
１
日
の
生
活
リ
ズ
ム
の

長
さ
や
、
昼
行
性
か
夜
行
性
か
な
ど
の
活

動
リ
ズ
ム
を
決
め
る
遺
伝
子
で
も
あ
り
ま

す
。
睡
眠
・
覚
醒
リ
ズ
ム
障
害
は
、
も
し

か
し
た
ら
遺
伝
子
異
常
か
も
し
れ
な
い
と

い
う
仮
説
も
成
り
立
ち
ま
す
。

「
朝
型
」「
夜
型
」
と
い
う
こ
と
ば
を

よ
く
使
い
ま
す
が
、
ア
メ
リ
カ
で
は
遺
伝

的
背
景
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
「
朝
型
」
の

家
系
が
発
見
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
人
た

ち
は
体
内
時
計
の
リ
ズ
ム
が
約
23
時
間

と
、
ふ
つ
う
の
人
た
ち
の
25
時
間
周
期
よ

り
短
い
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ

だ
け
時
間
に
つ
い
て
の
生
活
環
境
が
変
わ

る
と
、
遺
伝
子
が
夜
型
に
都
合
の
い
い
よ

う
に
変
異
し
た
人
類
が
出
て
く
る
可
能
性

が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

―
―
最
後
に
今
後
の
展
望
を
聞
か
せ
て
い

た
だ
け
ま
す
か
。

体
内
時
計
が
非
常
に
強
固
で
、
ど
ん
な

に
無
理
を
し
て
も
夜
勤
が
で
き
な
い
体
質

の
人
も
い
ま
す
。
私
た
ち
の
研
究
か
ら
投

げ
か
け
ら
れ
る
課
題
に
は
、
そ
う
い
う
人

を
排
斥
し
な
い
世
の
中
に
し
て
い
く
と
い

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

大
学
の
使
命
は
、
サ
イ
エ
ン
ス
を
市
民

の
よ
り
良
い
生
活
の
実
現
の
た
め
に
役
立

て
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
の

ブ
レ
イ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
は
１
日
の
３
分
の

２
の
起
き
て
い
る
と
き
の
脳
の
機
能
を
対

象
に
し
て
い
ま
し
た
が
、
残
り
の
３
分
の

１
の
眠
っ
て
い
る
と
き
の
脳
の
機
能
は
ま

だ
ま
だ
十
分
に
解
明
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

睡
眠
障
害
の
原
因
や
治
療
法
な
ど
に
関
す

る
情
報
提
供
を
行
い
な
が
ら
、
患
者
さ
ん

の
生
活
の
質
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
い
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
、
人
類
が
宇
宙
に
飛
び
出
す

よ
う
な
時
代
に
な
り
、
宇
宙
空
間
の
24
時

間
の
昼
夜
の
変
化
が
な
く
な
っ
た
環
境
で

生
活
す
る
と
睡
眠
が
ど
う
変
わ
る
の
か
、

ブ
レ
イ
ン
サ
イ
エ
ン
ス
と
し
て
、
睡
眠
医

学
は
未
来
に
広
が
り
の
あ
る
い
ろ
い
ろ
な

こ
と
に
問
題
提
起
の
で
き
る
分
野
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

睡
眠
の
問
題
で
困
っ
て
お
ら
れ
る
方

は
、
本
学
の
医
学
部
附
属
病
院
の
睡
眠
外

来
に
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

よ
り
良
い
生
活
の
実
現
に
睡
眠
医
学
の
果
た
す
役
割

睡
眠
時
無
呼
吸
治
療
機
器

鼻
Ｃ
Ｐ
Ａ
Ｐ
装
置

高
照
度
光
療
法

▲
▲
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い
わ
ゆ
る
痴
呆
症
状
を
呈
す
る
疾
患
の

中
に
は
、
正
常
圧
水
頭
症
や
慢
性
硬
膜
下

血
腫
の
よ
う
に
手
術
で
症
状
が
劇
的
に
良

く
な
る
も
の
、
代
謝
異
常
・
内
分
泌
異
常

の
よ
う
に
内
科
的
に
治
療
可
能
な
も
の
、

脳
血
管
障
害
の
よ
う
に
早
期
発
見
・
治
療

が
大
切
な
も
の
が
あ
り
、
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

病
に
代
表
さ
れ
る
治
療
困
難
な
変
性
疾
患

と
の
鑑
別
が
必
要
と
さ
れ
る
。
大
切
な
の

は
、
”ボ
ケ
は
治
ら
な
い
“と
あ
き
ら
め
な

い
で
、
と
り
あ
え
ず
専
門
医
師
に
相
談
し

て
み
る
こ
と
で
あ
る
。

脳
の
機
能
低
下
が
”痴
呆
症
状
“の
原
因

だ
が
、
こ
れ
が
神
経
細
胞
の
減
少
に
よ
る

も
の
か
ど
う
か
を
調
べ
る
た
め
に
は
脳
の

組
織
を
採
取
す
る
生
検
手
術
が
必
要
で
あ

る
。
し
か
し
な
が
ら
、
脳
腫
瘍
の
場
合
で

な
い
限
り
こ
の
よ
う
な
検
査
は
あ
ま
り
行

わ
な
い
。
そ
こ
で
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が

Ｍ
Ｒ
Ｓ
（
磁
気
共
鳴
ス
ペ
ク
ト
ロ
ス
コ
ピ
ー
）

と
い
う
検
査
で
あ
る
。

こ
の
検
査
は
、
生
体
内
に
存
在
す
る

色
々
な
分
子
に
存
在
す
る
プ
ロ
ト
ン
原
子

の
化
学
結
合
に
由
来
す
る
共
鳴
周
波
数
の

差
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
生
化
学
的

な
解
析
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
脳
の
場
合

に
は
、
神
経
細
胞
に
特
異
的
に
蓄
積
さ
れ

て
い
るN

-acety
lasp
artate

（
Ｎ
Ａ
Ａ
）

と
い
う
物
質
を
測
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、

神
経
細
胞
の
脱
落
の
程
度
を
検
出
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

Ｍ
Ｒ
Ｓ
は
通
常
の
Ｍ
Ｒ
装
置
を
用
い
て

検
査
を
行
う
。
ま
た
、
検
査
前
に
脳
の
イ

メ
ー
ジ
を
と
る
こ
と
か
ら
脳
腫
瘍
や
脳
血

管
障
害
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
も
な
る
。

検
査
に
必
要
な
時
間
は
、
Ｍ
Ｒ
Ｓ
だ
け
に

限
れ
ば
１
箇
所
４
分
か
ら
10
分
と
比
較
的

短
時
間
で
あ
る
。
患
者
さ
ん
は
検
査
台
の

上
に
横
に
な
っ
て
い
る
だ
け
な
の
で
、
特

別
な
準
備
は
必
要
な
い
。

図
は
、
歩
行
障
害
と
記
憶
障
害
を
主
訴

に
来
院
し
た
患
者
さ
ん
の
Ｍ
Ｒ
Ｓ
だ
が
、

右
側
の
患
者
さ
ん
は
神
経
細
胞
由
来
の
Ｎ

Ａ
Ａ
の
減
少
は
あ
ま
り
な
く
、
正
常
圧
水

頭
症
と
診
断
し
、
手
術
に
よ
り
軽
快
し
た

例
で
あ
る
。
一
方
、
左
側
の
患
者
さ
ん

は
、
Ｎ
Ａ
Ａ
の
減
少
が
目
立
ち
ビ
ン
ス
ワ

ン
ガ
ー
病
と
診
断
し
た
例
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
Ｍ
Ｒ
Ｓ
は
神
経
細
胞
の
脱

落
の
程
度
を
調
べ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
臨

床
診
断
の
補
助
と
し
て
、
ま
た
患
者
さ
ん

の
経
過
の
予
測
に
役
立
て
る
こ
と
が
で
き

る
。こ

の
検
査
は
本
院
の
脳
神
経
セ
ン
タ
ー

で
受
け
付
け
て
い
る
ほ
か
、
関
連
病
院
か

ら
の
検
査
依
頼
に
つ
い
て
も
電
話
（
０
７

７-

５
４
８-

２
５
８
８
）
で
受
け
付
け
て

い
る
。

'トピックス

MRスペクトロスコピー
（ＭＲＳ）による痴呆症の評価

医学部附属病院　脳神経外科　講師　―椎野　顯彦―

これまで、アルツハイマー病の診断は生検手術以外には困難とされていた。ＭＲＳ（磁気

共鳴スペクトロスコピー）による検査では、通常のＭＲ装置を使って神経細胞のマーカー

を測定することで、アルツハイマー病の診断を行う。生検手術の必要や放射線被曝のない、

患者さんへの負担が少ない痴呆の新しい補助診断法として注目を集めている。

生
検
手
術
を
必
要
と
せ
ず
、

体
に
負
担
の
少
な
い
Ｍ
Ｒ
Ｓ
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本
年
１
月
17
日
か
ら
正
式
に
稼
働
を
始

め
た
、
わ
が
国
初
の
開
放
型
Ｉ
Ｖ
Ｍ
Ｒ

（
イ
ン
タ
ー
ベ
ン
シ
ョ
ン
Ｍ
Ｒ
）
は
、
リ
ア

ル
タ
イ
ム
の
Ｍ
Ｒ
画
像
下
で
検
査
や
手
術

が
行
え
る
と
い
う
画
期
的
な
装
置
で
あ
る
。

１
月
21
日
に
は
、
第
１
例
目
に
当
た
る

Ｍ
Ｒ
ガ
イ
ド
下
肝
腫
瘍
マ
イ
ク
ロ
波
凝
固

壊
死
療
法
が
実
施
さ
れ
た
。
こ
の
療
法

は
、
世
界
に
先
駆
け
て
本
院
で
行
わ
れ
た

も
の
で
、
肝
腫
瘍
マ
イ
ク
ロ
波
凝
固
壊
死

療
法
は
治
療
法
と
し
て
は
す
で
に
確
立
さ

れ
た
手
技
で
あ
る
が
、
今
回
は
Ｍ
Ｒ
に
よ

る
高
解
像
度
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
画
像
を
見

な
が
ら
、
最
小
の
侵
襲
で
正
確
に
治
療
を

行
う
と
い
う
こ
と
に
意

義
が
あ
る
と
い
え
る
。

こ
れ
ま
で
は
超
音

波
ガ
イ
ド
が
主
流
で

あ
っ
た
が
、
超
音
波

が
届
き
に
く
い
骨
の

裏
側
や
深
部
の
疾
患

部
位
な
ど
の
画
像
ガ

イ
ド
に
も
利
用
で
き

る
ほ
か
、
マ
イ
ク
ロ

波
照
射
中
の
温
度
分

布
を
見
な
が
ら
治
療
の
効
果
も
判
定
で
き

る
な
ど
、
よ
り
安
全
・
確
実
に
治
療
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
１
月
25
日
に
は
、
本
院
か
ら
第
１

回
目
の
Ｍ
Ｉ
Ｎ
Ｃ
Ｓ
―

Ｕ
Ｈ
（
大
学
病
院

衛
星
医
療
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ

ム
）
の
放
送
が
行
わ
れ
、
開
局
記
念
番
組

と
し
て
「
Ｍ
Ｒ
画
像
ガ
イ
ド
下
に
お
け
る

低
侵
襲
治
療
法
」
と
題
し
て
、
は
じ
め
の

２
例
の
治
療
の
様
子
が
全
国
の
大
学
病
院

に
向
け
て
紹
介
さ
れ
た
。

現
在
、
脳
や
骨
盤
腔
と
い
っ
た
超
音
波

の
適
用
が
困
難
な
病
変
へ
の
応
用
な
ど
、

多
数
の
診
療
科
に
お
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な

診
断
や
治
療
に
利
用
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
患

者
さ
ん
へ
の
負
担
を
軽
減
し
な
が
ら
、
よ

り
安
全
・
確
実
で
質
の
高
い
医
療
を
提
供

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

温
度
画
像
情
報
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
表
示

や
、
手
術
や
検
査
の
た
め
の
器
具
や
周
辺

機
器
の
一
層
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
く

こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
課
題
で
あ
る
。

脳腫瘍生検術
脳腫瘍（白い部分）に
生検針が刺入されて

いる。

肝腫瘍マイクロ波凝固壊死療法
肝腫瘍（円形の白い部分）に
穿刺針（黒く抜けている部分）
が向かっている。

ＭＲ温度画像
骨盤腔内腫瘍マイクロ波凝固壊死療法直後の温度画像。マイクロ波の電極（黒
い部分、左図）を通して凝固壊死療法を行った温度変化をカラー表示でＭＲ画
像に重ね合せてある（右図）。

手術風景２
リアルタイム画像を液晶
パネルでモニターしながら
肝腫瘍を穿刺している。

'トピックス
期待される多様な疾患の
診断・治療への応用

IVMRの
稼働状況
分子神経科学研究センター

代謝情報制御研究分野　助教授

―森川 茂 ―

期
待
さ
れ
る
多
様
な
疾
患
の

診
断
・
治
療
へ
の
応
用

治療法 疾患 例数 うち全身麻酔�

マイクロ波凝固壊死療法 肝腫瘍 ９ ３�

 骨盤腫瘍 １ １�

生検 脳腫瘍 ２ ２�

 胸壁腫瘍 ２�

 鼠径部腫瘍 １�

エタノール注入 肝腫瘍 １�

 腎のう胞 １�

声帯内転術 反回神経麻痺 １�

合計  １８ ６�

◎稼働状況一覧�

�

手術風景１
清潔なリネンを術野とマグネットの

内側に貼り付けている。
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滋賀医科大学附属図書館では、学外臨床実習協力病院に勤務する医療従事者に対して、

利用登録を申請すれば24時間いつでも、図書館が利用できることとし、学術資料の検索及

び貸出等のサービスを提供しているが、今年１月６日から、附属病院に入院されている患

者さんを対象に附属図書館を利用していただくサービスもスタートさせた。

図書館長の木之下正彦教授（第一内科）に、今回の取り組みの意義や今後の課題につい

てお話をうかがった。

患
者
さ
ん
本
位
の
医
療
、
患
者
さ
ん
の

立
場
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
地
域

に
開
か
れ
た
大
学
を
め
ざ
す
取
り
組
み
の

一
環
と
し
て
、
ま
た
医
療
現
場
に
お
け
る

情
報
開
示
の
動
き
を
受
け
て
、
附
属
図
書

館
委
員
会
で
は
患
者
さ
ん
に
図
書
館
を
利

用
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
、
体
制
づ
く
り

に
昨
年
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
。

全
国
的
に
も
ま
だ
あ
ま
り
例
の
な
い
試

み
と
あ
っ
て
、
ど
う
す
れ
ば
安
全
に
利
用

で
き
る
か
と
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
病

院
側
の
ス
タ
ッ
フ
と
話
し
合
い
を
繰
り
返

し
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
が
行
わ
れ
た
。

今
回
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
木
之
下

教
授
は
「
昨
今
、
患
者
さ
ん
に
病
気
告
知

を
す
る
こ
と
が
一
般
的
に
な
り
、
自
分
の

病
気
の
内
容
に
つ
い
て
知
り
た
い
と
思
う

患
者
さ
ん
が
増
え
て
き
て
い
る
。
そ
う
い

っ
た
患
者
さ
ん
の
要
望
に
応
え
て
、
情
報

を
提
供
で
き
る
よ
う
な
環
境
を
整
備
し
て

い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
考
え
た
」
と
そ
の

目
的
を
明
ら
か
に
す
る
。

医
学
情
報
を
提
供
し
て
、
自
分
の
病
気

に
つ
い
て
知
っ
て
も
ら
う
、
さ
ら
に
治
療

法
に
つ
い
て
自
ら
考
え
、
選
ん
で
も
ら
え

る
よ
う
に
す
る
こ
と
が
ね
ら
い
で
あ
る
と

い
う
。

利
用
希
望
者
は
主
治
医
か
婦
長
に
「
図

書
館
利
用
許
可
証
」
の
申
請
を
行
い
、
許

可
証
を
携
帯
し
て
入
館
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
る
。
利
用
時
間
は
月
曜
か
ら
金
曜
ま

で
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま
で
、
閲

覧
の
み
の
利
用
と
な
る
が
、
必
要
な
資
料

に
つ
い
て
は
コ
ピ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
有
料
で

行
っ
て
い
る
。

各
病
棟
の
ナ
ー
ス
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
前
に

利
用
に
つ
い
て
の
案
内
を
掲
示
し
て
、
患

者
さ
ん
が
気
軽
に
利
用
で
き
る
よ
う
、
病

衣
で
も
入
館
で
き
る
よ
う
に
し
た
ほ
か
、

原
則
と
し
て
入
院
患
者
本
人
が
対
象
で
あ

る
が
、
そ
の
家
族
に
つ
い
て
も
要
望
が
あ

れ
ば
柔
軟
に
対
応
す
る
と
い
う
。

患
者
さ
ん
の
知
る
権
利
に
応
え
る
た
め

の
画
期
的
な
取
り
組
み
と
い
え
る
が
、
約

14
万
冊
の
蔵
書
の
ほ
と
ん
ど
が
専
門
書
や

学
生
の
た
め
の
教
科
書
で
あ
る
た
め
、
一

般
の
患
者
さ
ん
が
必
要
と
す
る
情
報
が
手

に
入
り
に
く
い
の
が
現
状
だ
。

こ
れ
に
つ
い
て
木
之
下
教
授
は
、「『
こ

う
い
う
病
気
に
つ
い
て
知
り
た
い
』『
治

療
法
に
つ
い
て
知
り
た
い
』
と
い
う
こ
と

を
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
受
け
付
け
に
申
し

出
た
場
合
に
は
、
で
き
る
だ
け
わ
か
り
や

す
い
文
献
を
紹
介
す
る
な
ど
、
適
切
な

サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
よ
う
に
し
た
い
」
と

語
る
。

今
後
は
、
患
者
さ
ん
専
用
の
閲
覧
席
の

設
置
や
、
患
者
さ
ん
向
け
の
専
用
図
書

（
特
に
病
気
に
関
す
る
資
料
）
コ
ー
ナ
ー

の
開
設
、
車
椅
子
で
来
館
で
き
る
よ
う
玄

関
口
の
自
動
ド
ア
と
車
椅
子
併
用
の
入
退

館
ゲ
ー
ト
の
整
備
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い

く
予
定
で
あ
る
。

「
専
用
図
書
コ
ー
ナ
ー
に
つ
い
て
は
、

図
書
館
内
に
開
設
す
る
と
い
う
よ
り
も
、

病
院
内
に
患
者
図
書
室
を
設
け
て
、
そ
こ

で
あ
る
程
度
の
知
識
を
得
た
患
者
さ
ん

が
、
さ
ら
に
専
門
的
な
こ
と
を
知
り
た
い

場
合
に
図
書
館
を
利
用
し
て
も
ら
う
と
い

う
形
に
し
た
ほ
う
が
望
ま
し
い
と
い
う
意

見
も
あ
り
、
な
お
検
討
が
必
要
で
あ
る
と

思
う
。
利
用
者
の
声
に
耳
を
傾
け
な
が

ら
、
設
備
の
充
実
や
職
員
の
体
制
づ
く

り
、
図
書
の
購
入
な
ど
も
含
め
て
、
患
者

さ
ん
の
立
場
に
立
っ
た
サ
ー
ビ
ス
を
実
現

し
て
い
き
た
い
。
ま
た
昨
年
末
か
ら
本
学

図
書
館
の
地
域
医
療
へ
の
協
力
あ
る
い
は

貢
献
を
目
的
と
し
て
、
市
立
長
浜
病
院
の

医
師
、
看
護
婦
、
技
師
等
の
方
々
に
対
し

て
図
書
館
利
用
サ
ー
ビ
ス
を
拡
大
し
、
今

年
度
か
ら
は
、
さ
ら
に
学
生
の
学
外
実
習

に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
関
連
病
院
の

職
員
に
対
し
て
、
学
内
教
職
員
と
同
等
レ

ベ
ル
の
図
書
館
利
用
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し

て
い
る
。」
と
木
之
下
教
授
。

今
後
、
患
者
さ
ん
以
外
の
一
般
の
市
民

へ
の
医
療
・
福
祉
に
関
す
る
情
報
発
信
な

ど
が
期
待
さ
れ
る
中
で
、
地
域
に
開
か
れ

た
大
学
づ
く
り
に
、
附
属
図
書
館
が
果
た

す
役
割
は
、
ま
す
ま
す
大
き
く
な
る
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。

'トピックス
～病気や治療法に関する情報提供をめざして

附属図書館の患者利用
図書館長（内科学第一講座教授）―木之下正彦―

附属図書館
内部

附属図書館
外観



滋賀医科大学医学部附属病院では、患者さんと医療提供者が診療情

報を共有することによって、両者の良好な関係を構築し、より質の高

い医療を提供することを目的に、ガイドライン等を整備し、平成11年

9月1日から、診療諸記録の開示を開始しています。

また、平成12年5月17日からは、範囲を限定し、一定の条件を付した

うえでご遺族に対しても診療諸記録の開示を行うことにいたしました。

詳細については、担当医師にご相談いただくか、受付相談窓口まで

お問い合わせください。

国
立
学
校
設
置
法
の
一
部
改
正
に
よ
り
平

成
12
年
４
月
か
ら
各
国
立
大
学
に
「
運
営
諮

問
会
議
」
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
会
議
は
学
外
の
有
識
者
に
よ
っ
て
構

成
さ
れ
る
も
の
で
、

●
大
学
の
教
育
研
究
上
の
目
的
を
達
成
す
る

た
め
の
基
本
的
な
計
画
に
関
す
る
重
要
事
項

●
教
育
研
究
活
動
等
に
つ
い
て
大
学
が
行
う

評
価
に
関
す
る
重
要
事
項

●
そ
の
他
大
学
の
運
営
に
関
す
る
重
要
事
項

に
つ
い
て
、
学
長
の
諮
問
に
応
じ
て
審
議

お
よ
び
助
言
・
勧
告
を
行
う
。

運
営
諮
問
会
議
委
員

科
学
技
術
会
議
議
員
・
前
京
大
総
長
井
村
裕
夫

（
財
）
日
独
文
化
研
究
所
理
事
長
・
元
京
大
総
長
岡
本
道
雄

国
立
滋
賀
大
学
学
長

加
藤
幹
太

滋
賀
県
知
事

國
松
善
次

（
社
）
滋
賀
県
医
師
会
会
長

寺
内
正
一

滋
賀
県
立
大
学
学
長

日
高
敏
隆

滋
賀
経
済
団
体
連
合
会
会
長

廣
野
　
寛

滋
賀
県
草
津
市
長

古
川
研
二

滋
賀
県
大
津
市
長

山
田
豊
三
郎

（
五
十
音
順
・
任
期
は
平
成
12
年
４
月
１
日

〜
14
年
３
月
31
日
）

●開示の対象者
患者さん本人が原則であるが、場合によっては法定代

理人およびプライマリー・ケアギバー（実質的に患者

さんのケアを行っている親族またはそれに準ずる者）も

対象とする。

亡くなられた方の場合は、相続人や２親等以内の方を

対象とする。

●開示する診療諸記録の範囲
診療を目的として本院の医療従事者が作成した記録を

対象とする。

（診療録、看護記録、処方箋、検査記録、検査結果報告

書およびＸ線フィルムなどの画像診断フィルム等）

●開示申請
「診療諸記録開示申請書」に必要事項を記入し、医事課

医事係に提出すること。

（開示の対象者としての資格を有することを証明するも

のを持参し、提示すること。）

申請書を受理した日から15日以内に「開示」、「一部開

示」、「不開示」を決定し、開示申請者に通知する。

（開示する場合は、開示の日時等について関係者と調整

のうえ決定する。）

●不開示とする場合
１．患者さん本人が内容を理解し合理的に判断するこ

とができない状態にある場合。

２．開示によって、患者さん本人あるいは第三者の不

利益になると考えられる場合。

３．患者さん本人が開示を拒否する意思を明確にして

いる場合。

４．ご遺族の一部が開示を望まない場合。

●開示の方法
「閲覧」、「複写」、「閲覧および複写」とする。

開示には必要に応じて医師等が立ち会い、申請者の求

めがあれば内容を説明する。

●複写料金
診療録等　　　　１枚につき 20円

Ｘ線等フィルム　１枚につき 790円（半切）

660円（大角）

560円（大四ツ切）

470円（四ツ切）

360円（六ツ切）

T O P I C S
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'トピックス

運営諮問会議
の設置に
ついて

'トピックス

診療諸記録の開示
―受付相談窓口―

医事課医事係　TEL 077-548-2504
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選択メニューの実施�

S U M S  I N F O R M A T I O N

滋賀医科大学医学部附属病院では、患者さんの栄養管理

について、医師、看護婦、栄養士等からなる栄養管理委員

会を設け、将来的な患者サービスのあり方を踏まえた検討

を行ってきた。従来の「早い、まずい、冷たい」という病

院給食のイメージを払拭するような取り組みとして、硬質

陶磁器製の食器の導入や冷温蔵配膳車による適温給食の実

施などを行い、食事サービスの向上を図ってきた。

さらに、より一層のサービス向上をめざして、平成４年

から一般食について毎週火曜日の昼食を５種類のメニュー

から選べる選択メニューがスタートした。

平成６年には糖尿病、心臓・高血圧症などの治療食につ

いても毎週木曜日の昼食に３種類のメニューから選べるよ

うになった。現在の方式がスタートしたのは平成７年４月

から、一般食および治療食（一部を除く）の患者さんを対

象として毎日の昼食と夕食で、選択メニューを実施してい

る。

メニューは３～４日ごとに変わるサイクルメニューで、

３種の魚料理のほか、肉料理、卵料理、豆腐料理などの主

菜と副菜の組み合わせのほか、麺類や丼を加えた７～９種

のメニューから選べるように設定している。

主食である米飯の量や、主菜の肉や魚の量、味付け、調

理法などによって、塩分制限やカロリー制限のある治療食

にも対応することができる。性別、年齢などによって異な

る個々の栄養量に基づいた適切な食事、医師に指示された

それぞれの病状に応じた治療食を提供することができる。

毎日、昼食後に栄養士と調理師が直接病棟に出向いて、

当日の夕食と翌日の昼食について希望を聞き取り、パソコ

ンで集計した選択結果に基づいて調理を行っている。

近年、食生活の急速な変化やさまざまな社会的ストレス

が原因と考えられる慢性疾患が増大している。その中でも、

糖尿病、高血圧症、心臓疾患などの生活習慣病には、食生

活が大きく関与していると考えられる。

食事療法は、入院時には適切な栄養管理ができても、

長い年月をかけて身についた食習慣を変えることは難しく、

退院して日常生活に戻った場合の入院生活とのギャップの

大きさが問題となっている。

選択メニューは、サービスの一環であると同時に日常の

食事の改善の第一歩として、食事の選択方法について学習

する教育的要素が含まれている。丼や麺類など日常よく食

べる献立が加えられているのも、家庭での食事の習慣を配

慮してのことである。

その中で、好きなものばかりオーダーしても提供されな

いようなシステムにして、たとえば麺類や丼は塩分が多く、

栄養バランスが悪いため、週１回くらいのオーダーになる

よう指導を行っている。

また、メニューの選び方によって、入院前の食生活の傾

向などを把握することも可能となり、これに対する的確な

評価を行うことができる。

選択メニューの実施は単なる食事の提供にとどまること

なく、入院生活のアメニティの向上を図るとともに、さら

に一歩進んで、食生活の改善に資することが重要であると

考えている。

●サービス向上をめざす取り組み

栄養管理室長　―福井　富穂―

●選択メニューの必要性

選択メニューの情報
は、病棟内のプラズマ
ディスプレイに表示さ
れている。

人気の高いメニュー例。「うなぎ丼」や「刺身」など病院給食ではめずらしい
献立も多い。

人気メニュー
第1位
うなぎ丼

人気メニュー
第2位

カキフライ

人気メニュー
第3位
ブリの照り焼き

人気メニュー
第4位
天丼

人気メニュー
第5位　刺身



平成1 2年度　滋賀医科大学公開講座�

第5回 滋賀医科大学医学部附属病院 健康栄養公開講座 募集要項�

テーマ�21世紀の患者・医師関係～病院と賢くつきあう方法～�
病気や健康に対する理解を深めていただき、健やかに老い、充実した人生を送るための健康生活の一助となることを目的としています。�

●日 程 等／7月15日（土）、22日（土）、29日（土）［毎週土曜日、全３回］　各講義とも午後1時～4時�

●会　　場／滋賀医科大学内　臨床講義室３ ●募集人員／一般150名�

●受講料／5500円（全３回分、テキスト代含む） ●申込締切／6月30日（金）�

●要項請求・問い合わせ先／滋賀医科大学内　教務部学生課専門職員（公開講座担当）　TEL 077-548-2064

現代の食生活～生活環境と食事を考える～�
現状の食生活を是正するとともに正しい「食習慣」を身につけることで、生活習慣病の予防に役立てられることを目的としています。�

●日程等／9月23日（土）、30日（土）各講義とも午後1時～4時�

●会　場／滋賀医科大学内　臨床講義室３ ●募集人員／一般150名�

●受講料／5500円（全２回分、テキスト代含む） ●申込締切／9月18日（月）�

●要項請求・問い合わせ先／滋賀医科大学医学部附属病院栄養管理室　TEL 077-548-2518

７月15日（土）�

 開講あいさつ 　 学　長 小澤　和惠�

  コーディネーター 産科学婦人科学講座教授 野田　洋一�

 「納得いくまで説明してほしい」（インフォームド・コンセント） 座　長 附属病院産科婦人科講師 木村　俊雄�

 外科手術（消化器がん）とインフォームド・コンセント  附属病院第一外科講師 花澤　一芳�

 産科手術（帝王切開）とインフォームド・コンセント  附属病院産科婦人科講師 廣瀬　雅哉�

 内科疾患（神経変性疾患）とインフォームド・コンセント  附属病院総合診療部助教授 寺田　雅彦�

 模擬患者�

７月22日（土）�

 「手術すべきか…手術する前に考えるべきこと」 座　長 産科学婦人科学講座助教授 高倉　賢二�

 子宮筋腫はとるべきか  産科学婦人科学講座助教授 高倉　賢二�

 眼の屈折矯正手術  眼科学講座助教授 山出　新一�

 胆石の手術は、どんなもの？  外科学第二講座助教授 藤村　昌樹�

 模擬患者�

７月29日（土）�

 「病名告知と情報開示…一緒に考えましょう」 座　長 附属病院精神科神経科講師 下田　和孝�

 小児と病名告知  附属病院小児科講師 太田　　茂�

 精神疾患と病名告知  精神医学講座教授 大川　匡子�

 がんと病名告知  附属病院第二外科講師 藤野　昇三�

 模擬患者�

 修了証書授与・閉講あいさつ  副学長 挾間　章忠�

９月23日（土）�

 開講あいさつ  栄養管理委員長　皮膚科教授 上原　正巳�

 アトピー性皮膚炎と食物  栄養管理委員長　皮膚科教授 上原　正巳�

 病院における食事と疾病の変化  栄養管理室長　管理栄養士 福井　富穂�

 食事とエコロジー  滋賀県立大学人間文化学部教授 早川　史子�

９月30日（土）�

 日本人の食行動の変化  滋賀医科大学社会学教授 平　　英美�

 なぜ太るのか  神戸大学医学部附属病院栄養管理室長 土江　節子�

 食卓環境を考える  同志社女子大学非常勤講師 中井　邦子�

 閉講あいさつ  栄養管理委員長　皮膚科教授 上原　正巳�

テーマ�

滋賀医科大学では地域に開かれた大学をめざし、次の公開講座を開講しています。�
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